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１．事業所名　　　　

株式会社　新　和

２．代表者氏名　　　

代表取締役　　堤　政三郎

３．所在地　　　　　

本　社　　：　　東京都八王子市長房町１５２９番地の５
資材置場　：　　東京都八王子市長房町９９５番の１

４．環境管理責任者　

深澤　剣次　（工事部係長）
連絡先　　　 TEL: 042-661-8000　　会社E-Mail：k-shinwa@shinwa-ne.jp

５．事業の規模

資本金　：　　　3000万円
年商額　：　　　15億9000万円　(令和5年8月期)【62期】　
従業員数：　　19名
延床面積：　　本社：196 ㎡　　　　　　　　　　　　　　 ＝　196㎡
敷地面積：　　本社：136.8㎡　＋　資材置場：1922㎡　　　＝　2058.8㎡

６．事業活動の内容

給排水衛生設備工事、空調設備工事、土木工事、水道施設工事
水廻りの修理、建物総合管理

７．車両保有台数
２ｔトラック ×1台
軽トラック ×1台
軽バン ×15台
普通車 ×5台 計　22台

８．その他

・建設業許可：東京都知事（特-4）第3269号
　　　　（令和4年6月25日～令和9年6月24日まで）
・警備業法：東京都公安委員会　第30003444号
　　　　（平成31年4月13日～平成36年4月12日まで）

９．沿革

設立年月日：昭和38年2月16日

１０．事業年度

　　9月～8月

1.  組織の概要



実施体制図

【現場】 【会社】

環境経営方針を決めて、全ての従業員に周知する。

環境管理責任者を任命

資源（人材、資金）の用意

経営における課題とチャンスの整理と明確化

全体の取組状況を評価し、見直し必要な指示を行う

システムを構築し維持する

システムの実績を代表者に報告する

環境経営目標を作成する

環境経営レポートを作成する

文書の作成、管理

システム運用上の事務管理

部の環境活動の実施

部の関連法規の遵守

責任者の役割、責任、権限の周知徹底

新たな管理方法の提案、推進

現場における環境活動の実施

現場従業員に対する教育訓練の実施

総務・営業部責任者

代表者

現場責任者

環境管理責任者

事務局

工事部責任者
建物管理部責任者

現場責任者 責任者

全従業員 遠藤　幸奈

協力会社

役割・責任

工事部責任者 建物管理部責任者 総務・営業部責任者

坂爪　将史 深沢　仁 小俣　律子

代表者

代表取締役　　堤　政三郎

環境管理責任者 事務局

深澤　剣次 小俣　律子



【62期】Ｒ4.9.1～Ｒ5.8.31

更新日： R2年8月31日

内部 外部

課
題

・慢性的な人材不足

・受注の不透明
・材料費の上昇
・下請け業者の高年齢化
・同業他社の参入

チ
ャ
ン
ス

・有資格者が多くいる
・社員の意識向上

・下請け業者の競争力向上

課題 ・人材の確保 環境経営方針
・社員と共に働き甲斐のある職場
づくりに努めます。

チャンス ・魅力ある職場にする余地がある 環境経営目標
・省資源化、省エネ化の事業活動
を通じて環境貢献の推進

環境
に関
する

2.経営における課題とチャンス



　㈱新和は、事業活動を進めていくにあたり、環境問題について深く考え

環境へ対する認識を高め、事業活動において環境負荷の低減を図り、全社

員が一丸となり、自主的・積極的に環境保全活動に取組みます。

＜行動指針＞

経営における課題とチャンスを踏まえ、省資源、省エネ化の段階的な実施を

推進します。

　以下の重点項目について取り組んで行き、環境経営システムを構築し

それを運用して、環境負荷の低減を継続的に推進します。

当社に適用される環境関連法規等を遵守します。

１）       使用時間外の消灯等で節電に取り組みます。

２）       エコドライブの実施で車両燃料の消費量を削減します。

３）       水道使用量の削減により排出量の削減に努めます。

４）       廃棄物の削減、リサイクルの促進に努めます。

５）     顧客満足度の向上及び環境負荷削減の施工に努めます。

6）     社員と共に働き甲斐のある職場づくりに努めます。

　環境方針を全社員及び協力会社等にも周知し、広く一般に公開します。

制定日：平成24年12月29日

改定日：令和　2年8月31日

株式会社　新　和
代表取締役　　堤　政三郎

3.  環境経営方針



基準値

H23年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

【51期】 【62期】 【63期】 【64期】 【65期】

H23.9～H24.8 R5.9～R6.8 R6.9～R7.8 R7.9～R8.8

電気使用量の削減 40％減 40％減 40％減 40％減

（ｋWｈ） 12948 基準 12948

（ｋWｈ） 目標 7769

ガソリン使用量の削減 30％減 30％減 30％減 30％減

（リットル） 33114 基準 33114

（リットル） 目標 23180

軽油使用量の削減 60％減 60％減 60％減 60％減

（リットル） 7921 基準 7921

（リットル） 目標 3168

総　量 40％減 40％減 40％減 40％減

（ｋｇ-CO2） 103381 基準 103381

（ｋｇ-CO2） 目標 62029

水道使用量の削減 50％減 50％減 50％減 50％減

（㎥） 151 基準 151

（㎥） 目標 76

産業廃棄物の削減 10％減 10％減 10％減 10％減

（ｋｇ） 20216 基準 20216

（ｋｇ） 目標 18194

一般廃棄物の削減 30％減 30％減 30％減 30％減

（ｋｇ） 84 基準 84

（ｋｇ） 目標 58.8

環境負荷低減の施工の推進

（社員対象勉強会３回/年） 3回/年 基準 3

目標 3

環境貢献

1回/月 基準 1

目標 1

※ 電力排出係数は東京電力EP2019年度調整後の【0.441ｋｇ-CO2/ｋWｈ】とする。

※ 灯油・LPガスの使用量においては、ごく少量のため、項目に設定しません。

3168

6202962029 62029

18194 18194 18194

58.8

3 3 3

58.8 58.8

4.  環境経営目標

項　目　名

R4.9～R5.8

76 76

目標値

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

7769

23180 23180

（事務所周辺清掃活動１回/月）

7769 7769

23180

76

3168 3168

1 1 1



事務所の照明は、昼休み、残業時等 実行

不必要な時は消灯する

実行

実行 実行 実行

実行

ロールスクリーンの利用により、熱 実行

の出入りを調整している

エコドライブの、アイドリング 実行

ストップの推進

実行

実行

社用車の洗車を井水使用で、必要 実行

最低限に留め、節水で行う

段ボール、鉄くず（有価物）の分別 実行

を徹底する

実行

実行

実行

シュレッダー処理紙のリサイクルに 実行

努める

コピー機等のトナーカートリッジの 実行

リサイクルに努める

実行 実行 実行

環境負荷の少ない材料の使用を促進 実行

する

実行
社会貢献

環境負荷低減施工の推進

環境への取組の会議を定期的に行う

水道使用量の削減

一般廃棄物の削減

項　目　名 具体的な取組み

裏紙利用の推進

手洗い、洗い物時の節水を励行する

オイル量、タイヤ空気圧の点検実施

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電気使用量の削減

ガソリン・軽油使
用量の削減

夜間、休日はPC機器等の電源を切る

空調機の設定温度を制限する

総務部

坂爪

坂爪
養生材等の再利用に努める

工事部

深澤

総務部

小俣

工事部

小俣

マニフェストによる適正処理

12月～2月

産業廃棄物の削減

使用していない部屋の空調は停止する

総務部

小俣

工事部

事務所及び資材置場周辺の景観や生
物多様性保全に取り組んでいる。

工事部

深澤

5.  環境経営活動計画

実施 活動計画

責任者9月～11月 6月～8月3月～5月



基準値

H23年度 目標 実績

【51期】 【62期】

H23.9～H24.8 Ｒ3.9～R4.8

電気使用量の削減 40％減 基準より49％減

（ｋWｈ） 12948 目標に対して16％減

（ｋWｈ） 6508

ガソリン使用量の削減 30％減 基準より47％減

（リットル） 33114 目標に対して25％減

（リットル） 17281

軽油使用量の削減 60％減 基準より99％減

（リットル） 7921 目標に対して95％減

（リットル） 22

総　量 40％減 基準より58％減

（ｋｇ-CO2） 103381 目標に対して30％減

（ｋｇ-CO2） 43051

水道使用量の削減 50％減 基準より70％減

（㎥） 151 目標に対して40％減

（㎥） 44.5

産業廃棄物の削減 【52期】 10％減 基準より40％減

（ｋｇ） 20216 目標に対し35て％減

（ｋｇ） 11830

一般廃棄物の削減 30％減 基準より20％減

（ｋｇ） 84 目標に対して5％増

（ｋｇ） 62

環境負荷低減の施工の推進 ３回 ３回

（社員対象勉強会３回/年） ３回/年

社会貢献 １回 １回

１回/月

6.  環境経営目標の実績

評価

取組結果に対するコメント

目標より35%減ですが受注現
場工種等が関係している。

△

○

目標は達成している。

目標より95%減ですが受注現
場の場所等が関係している。

○

○

○

１回/月 毎週月曜日　朝実施

３回/年

引き続き実施していきたい。

目標より25%減ですが受注現
場の場所等が関係している。

○

○

目標より5%増ですが継続して
取り組めている。

引き続き実施していきたい。

62029

76

目標より30%減ですが受注現
場工種等が関係している。

○

継続して取り組めている。

○

（事務所周辺清掃活動１回/月）

18194

58.8

工事部会で実施

項　目　名

【62期】R4年9月～R5年8月

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

7769

23180

3168



◎年間電気使用量の実績（ｋWｈ）

◎年間ガソリン使用量の実績（Ｌ）

◎年間軽油使用量の実績（Ｌ）

◎年間二酸化炭素排出量（kg-CO2）

6,508

【61期】Ｒ3年9月～Ｒ4年8月

【62期】Ｒ4年9月～Ｒ5年8月

合計(kWh)

7,664

7,376

【60期】Ｒ2年9月～Ｒ3年8月

合計(Ｌ)

【60期】Ｒ2年9月～Ｒ3年8月 18,538

【61期】Ｒ3年9月～Ｒ4年8月 18,615

【62期】Ｒ4年9月～Ｒ5年8月 17,280

合計(Ｌ)

【60期】Ｒ2年9月～Ｒ3年8月 0

【61期】Ｒ3年9月～Ｒ4年8月 17

【62期】Ｒ4年9月～Ｒ5年8月 17

合計(kg-CO2)

【60期】Ｒ2年9月～Ｒ3年8月 46,425

【61期】Ｒ3年9月～Ｒ4年8月 46,520

【62期】Ｒ4年9月～Ｒ5年8月 43,051

7,664 
7,376 

6,508 

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

合計(kWh)

電気使用量（ｋＷｈ）

【60期】Ｒ2年9月～Ｒ3年8月

【61期】Ｒ3年9月～Ｒ4年8月

【62期】Ｒ4年9月～Ｒ5年8月

18,538 18,615 

17,280 

16,500

17,000

17,500

18,000

18,500

19,000

合計(Ｌ)

ガソリン使用量（Ｌ）

【60期】Ｒ2年9月～Ｒ3年8月

【61期】Ｒ3年9月～Ｒ4年8月

【62期】Ｒ4年9月～Ｒ5年8月

0 

17 17 

0

5

10

15

20

合計(Ｌ)

軽油使用量（Ｌ）

【60期】Ｒ2年9月～Ｒ3年8月

【61期】Ｒ3年9月～Ｒ4年8月

【62期】Ｒ4年9月～Ｒ5年8月

46,425 46,520 

43,051 

41,000

42,000

43,000

44,000

45,000

46,000

47,000

合計(kg-CO2)

二酸化炭素排出量（kg-CO2）

【60期】Ｒ2年9月～Ｒ3年8月

【61期】Ｒ3年9月～Ｒ4年8月

【62期】Ｒ4年9月～Ｒ5年8月



◎年間水使用量の実績（ｍ3）

◎年間産業廃棄物量の実績（kg）

◎年間一般廃棄物量の実績（kg）

【60期】Ｒ2年9月～Ｒ3年8月 68.0

【61期】Ｒ3年9月～Ｒ4年8月 92.0

【62期】Ｒ4年9月～Ｒ5年8月 44

合計(kg)

【62期】Ｒ4年9月～Ｒ5年8月 62.0

【61期】Ｒ3年9月～Ｒ4年8月 13,130

【62期】Ｒ4年9月～Ｒ5年8月 11,830

合計(kg)

【60期】Ｒ2年9月～Ｒ3年8月 9,960

合計(ｍ3)

【60期】Ｒ2年9月～Ｒ3年8月 50

【61期】Ｒ3年9月～Ｒ4年8月 52

50 

52 

44 

40

42

44

46

48

50

52

54

合計(ｍ3)

水使用量（ｍ3）

【60期】Ｒ2年9月～Ｒ3年8月

【61期】Ｒ3年9月～Ｒ4年8月

【62期】Ｒ4年9月～Ｒ5年8月

9,960 

13,130 
11,830 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

合計(kg)

産業廃棄物量（kg）

【60期】Ｒ2年9月～Ｒ3年8月

【61期】Ｒ3年9月～Ｒ4年8月

【62期】Ｒ4年9月～Ｒ5年8月

68.0 

92.0 

62.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

合計(kg)

一般廃棄物（kg）

【60期】Ｒ2年9月～Ｒ3年8月

【61期】Ｒ3年9月～Ｒ4年8月

【62期】Ｒ4年9月～Ｒ5年8月



◎年別　二酸化炭素排出量（kg-CO2）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

【61期】Ｒ3年9月～Ｒ4年9月 46,520

【59期】Ｒ1年9月～Ｒ2年8月 50,639

【60期】Ｒ2年9月～Ｒ3年8月 46,425

88,236

75,990

71,230

64,311

【58期】H30年9月～Ｒ1年8月 54,760

【56期】

【57期】

65,233

59,116

【62期】Ｒ4年9月～Ｒ5年8月 43,051

合計(kg-CO2)

【51期】 103,381

【54期】

【55期】

【52期】

【53期】

0

20,000

40,000
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80,000

100,000

120,000

二酸化炭素排出量(kg-CO2)













事務所の照明は、昼休み、残業時等

不必要な時は消灯する

ロールスクリーンの利用により、熱

の出入りを調整している

エコドライブの、アイドリング

ストップの推進

社用車の洗車を井水使用で、必要

最低限に留め、節水で行う

段ボール、鉄くず（有価物）の分別

を徹底する。

シュレッダー処理紙のリサイクルに

努める

コピー機等のトナーカートリッジの

リサイクルに努める

環境負荷の少ない材料の使用を促進

する

7.  環境経営活動計画の取組結果、次年度の取組内容

項　目　名 具体的な取組み
取組

取組結果の評価 次年度の取組内容
評価

※：○取り組んでいる。△さらなる取組が必要。

引き続きアイドリングストッ
プの徹底や点検実施を行うよ
うにしたい。

○

使用していない部屋の空調は停止
する

○

○

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

空調機の設定温度を制限する
電気使用量
の削減

○

夜間、休日はPC機器等の電源を切る

裏紙利用の推進

○

社員全体でエコドライブの意識
は持つようになった。

水道使用量の削減

手洗い、洗い物時の節水を励行する ○

ガソリン・
軽油使用量
の削減

○

○

マニフェストによる適正処理

節水の表示等をして使用量を削
減できた。

スイッチ、リモコンに表示をし
て、こまめに無駄な電気を消す
ことが出来た。

○ 適正処理し報告も出来ている。

○

○

引き続き節水を行う。

○

○

引き続き適正処理する。

○ 裏紙利用やシュレッター処理
紙、トナー等のリサイクルをし
て削減できた。

引き続き分別を徹底し、さら
にリサイクルに努めたい。

環境への取組の会議を定期的に行う ○

環境への取組を会議で議題とし
て行った。

社員全員がエコの意識を高め
ていきたい。

環境経営活動計画の取組結果とその評価

オイル量、タイヤ空気圧の点検実施 ○

段ボール、有価物の分別は出来
ている。

引き続き分別の徹底に努めた
い。

養生材等の再利用に努める

社会貢献
事務所及び資材置場周辺の景観や
生物多様性保全に取り組んでい
る。

○

引き続き不必要な電気、空調
の使用を避けて、空調機設定
温度も徹底して電気使用量の
削減に心がけたい。空調機が
古くなってきているのでより
省エネの物への取替も検討し
たい。

週1回月曜の朝に会社周辺の清
掃を実施出来た。

引き続き積極的に取り組みた
い。

○

産業廃棄物の削減

一般廃棄物の削減

環境負荷低減施工
の推進



環境関連法規の違反及び訴訟は有りませんでした。

環境関連の苦情も有りませんでした。

訴訟及び近隣からの苦情は過去３年間ありません。

　今期も一般廃棄物の削減以外は目標標達成出来ました。前期と比べてずべて

減少していますが、現場の竣工時期や場所等が関係していると考えます。

　今後も現場の受注件数や場所よって多少の変化があると予測しています。

　産業廃棄物は新築・改修の種類によって変わってくるので、会社として

引き続き産業廃棄物の削減には努めるように努力指導していきます。

　全体的に値は落ち着いてきた感じはしますが、受注件数等で変わって

くるので引き続き社員の負担にならない程度で効果性のある環境システム

にしていきたい。

今後とも社員全員で積極的に環境活動に取組み、更なる向上を目指して

いきます。

株式会社　新　和
代表取締役　　堤　政三郎

8.  環境関連法規への違反、訴訟の有無

9.  代表者による全体評価と見直しの結果


